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平成 30 年 4 月から施行された『幼稚園教育要領』，『保育所保育指針』，『幼保連携型認定
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プロセスや音楽的な表現そのものを楽しめていないという現状が浮かび上がってきた 6)。  
 

















⚫ 楽器あそびを活動に取り入れたいが，園にある楽器の種類や数が少ない。  
⚫ 高価な楽器は壊してしまわないように，保育者として日常の活動で扱うことに慎重に
なり，なかなか倉庫から出してあげられない。  
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1. 保育者としての通算経験年数  
2. 日々の保育の中で音楽表現活動について悩んでいること，困っていること（選択肢から，
複数回答可）。  
a. 興味をもてない子への導入法  
b. 年齢に合った合奏曲の選び方  
c. 楽器の扱い方  
d. リズムが苦手な子への指導法  
e. その他（自由記述）  
3. 保育者として「楽器あそび」についてどのように捉えているか（自由記述）。  
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Ⅲ．結果と考察  
 アンケート回答者 55 名のうち，保育者としての通算経験年数は，10 年以上 20 年未満の
中堅が 26 名と，約半数を占めている。さらに，20 年以上のベテランは 22 名で回答者の 4
割である（図 1）。  
 
 




いで，d. リズムが苦手な子への指導法（23 名）であった（図 2）。  
 
 
図 2 日々の保育の中で音楽表現活動について悩んでいること，困っていること 
（選択肢から複数回答可） 
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今回，研究対象とした現職保育者の約 9 割は，保育者としての通算経験が 10 年以上ある
ものの，音楽表現活動について悩みや困惑感を抱えているということが明らかになった。  
保育を実践するにあたっては，年数を重ねるほど「経験と勘」に頼りがちであるが，それ
だけではなく，理論的基盤が必要である。これについては，拙著 7) 8) でカール・オルフ（Carl 
Orff 1895-1982）の教育理念から示唆が得られることについて言及している。  
具体的に，カール・オルフの音楽教育そのものへの独自性を示すものとして，カール・オ
ルフ自身の論文「シュールヴェルク  ―回顧と展望―  」（1963）に示された“エレメンター
レ・ムジーク” （Elementare Musik）に関する概念であり 9) ，「根本の理念はここに含ま
れている」10) と，日本オルフ音楽教育研究会代表の井口太は述べている。  
また，“エレメンターレ・ムジーク”について井口（1987）は「これまで『基本的な音楽』
として訳されて紹介されてきたが，単に『基本的』では十分でなく，あえていうなら『原初
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